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執筆は春闘先行組合の山場に
記している。『物価が上がらな
いから賃金が上がらないのも当
たり前』といった社会的通念が

30年以上続いた。昨年は33年ぶりの５％以上の賃上
げとなったが、物価高を上回る事は出来ず、豊かさを
実感する仲間は少なかった。労使交渉では賃上げが厳
しい理由に「物価高騰による利益の減少」と口にする。
適正な価格転嫁を客先や消費者へ伝える事が出来てい

ない。価格を上げれば買い控えや他の商品に流れると
いう心理から、自らの努力で価格を抑えようとする。
その結果賃上げの原資も無くなり我慢の連鎖が続いた。
この流れが社会的通念（ノルム）と言われる現象であり、
世の中の意識を変えられなければ、賃上げが当たり前
の社会は実現しない。お米やガソリンの価格が上がっ
ても物価を上回る賃上げが実現出来れば、明るい未来
はすぐそこにある。ノルムを変えて仲間と共に築いて
いきたい。

私たちが未来を変える

連合福岡は３月８日（土）、福岡市の博多区冷泉公園において「四半世紀に及ぶ慢性デフレに終止符を打ち、動き始めた
賃金、経済、物価を安定した巡航軌道に乗せ、新たなステージを定着させる」取り組みの正念場と位置付ける2025春季
生活闘争交渉最大のヤマ場に向けた、組織内の意思固めと賃上げに向けた社会的アピールを行うた
め、2050名の構成組織の組合員参加の下、2025春季生活闘争勝利・総決起集会ならびに３.８
連合福岡アクションデモを開催しました。
冒頭、主催者あいさつで連合福岡 藤田会長は「『私たちが未来を変える』という強い決意のもと、

３月最大のヤマ場に、昨年を上回る、積極的賃上げ・処遇改善の回答を引き出し、その結果を地場・
中小、小規模事業所などすべての働く仲間への社会的波及をめざします。物価を上回る賃上げで、
内需を拡大し経済の成長と分配の好循環を創り出す『賃上げがあたりまえの社会』をみんなの力で
定着させよう」と参加者へ訴えました。

続けて、ＪＡＭ日本タングステン労働組合の尾塚馨一執行委員長と、運輸
労連福岡県連合会の平本慎一書記長より、それぞれの組織の春闘期の取り
組み報告をいただき、課題意識や取り組み状況、交渉ヤマ場に臨む決意が
訴えられました。
その後は、織戸智奈美女性委員会副委員長が、同日に行われた３.８国際

女性デーに関する女性委員会の取り組みの紹介と、集会宣言（案）の提起を
行い、全体の拍手で採択されました。最後に、藤田会長による力強い団結
がんばろう三唱で集会を締めくくりました。
集会終了後、会場の冷泉公園から天神中央公園までをアクションデモ行

進を行い、「みんなでつくろう！賃上げがあたりまえの社会」「みんなでつく
ろう！働く仲間の労働組合」
のスローガン横断幕とメッ
セージプラカードを持ちな
がら、「みんなで！賃上げ！」
「あげよう！賃上げ！」「つく
ろう！労働組合」「はいろう！
労働組合」などとアクショ
ンコールを行い、道行く市
民にアピールしました。
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３月３日福岡県庁において、昨年８月27日に提出した2024年度政策・制度要求に対する回答
式が開催され、福岡県から回答書を受け取りました。
（回答式内の服部知事・藤田会長の主な挨拶内容は以下のとおりです）
今後、政策委員会・専門委員会において回答の評価・検証を行い、2025年度の政策・制度要
求へ繋げていきます。皆さんの引き続きのご支援・ご協力をお願いします。

【服部知事の主な挨拶内容】
・6分野28項目の要求、貴重な提言頂き、担当部署で検討し回答書にまとめた。
県政にも活かしたい。
・経済を大きくしていくためには、物価上昇に負けない賃上げをやっていかないといけない。
国際経済にも取り残されてしまう。
・昨年近年にない大きな賃上げ水準を実現。
しかし、中小企業は全体平均より低い水準となり、格差発生した。
・県内雇用８割の中小企業の事業安定・継続、人材確保のためには賃上げが必須。
そのための価格転嫁に関して、調査結果では４割しか実現できていない。
労務費を含めた点ではさらに低い状況。
県としては、各企業へ原価計算や交渉方法の指南など支援していく。
・福岡県を飛躍の年にしたい、働く県民の生活を守り笑顔で暮らせる様取り組んでいきたい。

【藤田会長の主な挨拶内容】
・回答式への対応、感謝申し上げる。県幹部・職員の方々へお礼申し上げる。
本日まで意見交換含め各部真摯に受けとめて頂いていると認識。
・2025春闘スタートし、来週先行組合の回答のヤマ場。３月中の解決をめざしている。
賃金引上げは格差是正に取り組み、目標を掲げているが、中小労使厳しい交渉状況と伺っている。
我々の立場としても労使交渉を後押ししたい。
また春闘では、働きやすさ働きがいある職場づくりにも労使で話し合っている。
・教職員職場では欠員状況もあり、厳しい状況の中、県での取り組みや議会を通じた国への意見
書提出など努めて頂いている。引き続き、人材確保・人への投資等の各施策をお願いしたい。
・取引の適正化、価格転嫁に関しては、公の立場として県は推進していると認識するが、
市町村での公共調達推進への支援もお願いしたい。
・国との連携による施策も大切。教育の無償化、ガソリン税など物価対策、
水道等の公共インフラなど、我々の暮らしを支える施策への対応もお願いする。

回答式のようす回答書を手交する連合福岡藤田会長（左）と
福岡県服部知事（右）

2024年度政策・制度要求回答式



2025 ３.８国際女性デー
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労働契約の更新時期を迎える年度末に向けて２月13～ 14日の２日間、「STOP雇用不安！みんなの
力で職場を改善しませんか」をテーマに、全国一斉集中労働相談ホットラインを実施し、連合福岡の
役職員が相談員として対応しました。

［相談件数（新規件数）］

テレビやラジオなど多くのメディアに報道された
ことも影響してか、２日間で54件という多くの相談
を受け、パワハラ・嫌がらせ、労働契約、賃金未払などの相談が寄せられました。
連合福岡では、相談を通じて組合結成や処遇改善、仲間づくりへの理解・促進を図り、安心して暮
らし働き続けられる環境整備に取り組んでいきます。

̶ 街頭行動および周知行動 ̶

意見交換会

第１会場 第２会場

女性委員会による街頭・周知行動

全国一斉集中労働相談ホットライン　報告

「３.８国際女性デー」は1857年にニューヨークの被服工場の火災で多くの女性たちが亡くなったこ
とを受け、３月８日に女性たちが低賃金・長時間労働に抗議を行ったことが起源と言われ、今年は
1975年に国連が国際女性デーと定めてから50年の節目にあたります。
連合福岡女性委員会でも春季生活闘争統一行動の一環として取り組みを行っており、今年は以下３つ
の取り組みを行いました。

意見交換会は想定を超える申し込みを頂き、２会場に分かれての開催となりました。意見交換会で
頂いたご意見を参考に、誰もが働きやすい社会の実現のため、女性委員会の活動を推進していきます。
今後も皆さんのご参加お待ちしております！

１日目（13日） ２日目（14日） 合　計

27件 27件 54件

周知行動1 西鉄バス車内装飾と天神地区でノベルティ（アイマスクと入浴剤）配布

街頭行動2 天神ソラリアステージ前でスピーチ

意見交換会3 春闘総決起集会へ参加の女性組合員・職員を対象に開催



次代につなぐ 平和の願い！
みんなでつくろう支え合う安心社会と確かな未来（あした）を！

8日(火)
22日(火)

 ※申し込み、問い合わせは、最寄りの地域協議会・
労福協（地域労福協）に電話で予約して下さい。

10時～17時（土日祝日を除く）
エ リ ア ４月 ５月 エ リ ア ４月 ５月

福　　　岡
13日(火)

遠　賀　川 18日(金) 30日(金)
27日(火)

筑紫・朝倉 1日(火) 13日(火) 北　九　州 16日(水) 21日(水)
北　筑　後 15日(火) 20日(火) 京築・田川 2日(水) 7日(水)
南　筑　後 9日(水) 14日(水)

「れんごうふくおか」は再生紙を使用しております。
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福岡県労福協主催
SCHEDULE

九州大学
社会連携講座 スタート（～７月まで）

西南学院大学
社会連携講座 スタート（～７月まで）

第18回 四役会議

第19回 執行委員会

連合福岡メーデー

4月 9日

15日

18日

24日

26日
※メーデーの各会場日程などは決定次第、連合福岡
HPやFacebookで告知します。

今年もメーデーの季節がやってきました。連合福岡の中央メーデーである福岡会場は、毎年開催してい
た舞鶴公園の改装に伴い、場所と時間を変えて開催します。
構成組織・単組のみなさまは、会場へアクセス方法など福岡地域協議会からの参加案内をご確認の上、
ご来場ください。県内その他の会場についての詳細は次月号で掲載いたします。

：2025年４月26（土）11：00～

：福岡アイランドシティフォーラム
（福岡市東区香椎照葉6丁目6番6号）

：式典、被災地支援募金、会場内イベン
ト（フードドライブ、防災カフェ、被
災地特産品ブース、子ども用イベント
など）、市内街宣写真は昨年のようす

とき

場所

催し


